
希学園 第399回 公開テスト 小５ 算数 2025年８月10日実施 模範解答 制限時間40分
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希学園 第399回 公開テスト 小５ 算数 2025年８月10日実施 解説 (２－１)

男 女43×0.56－24.36÷8.7＝24.08－2.8＝21.28

321－{127－(13×27－15)÷８－39}×４

＝321－(127－42－39)×４＝321－184＝137

{( ×２－17×３)×４－19×13}÷７＝51

( ×２－17×３)×４－19×13＝51×７＝357

( ×２－17×３)×４＝357＋247＝604

×２－17×３＝604÷４＝151

×２＝151＋51＝202

＝202÷２＝101

36×57＋36×53－18×20

＝36×57＋36×53－36×10

＝36×(57＋53－10)＝3600

0.364ｔ－ ㎏＋5480g＝34.56㎏

364㎏－ ㎏＋5.48㎏＝34.56㎏

㎏＝364㎏＋5.48㎏－34.56㎏＝334.92㎏

5.9Ｌ－38dL＋9.89Ｌ＝59dL－38dL＋98.9dL＝119.9dL

７時間÷３＝２時間 余り１時間

(47＋60)分÷３＝35分 余り２分

(39＋120)秒÷３＝53秒 よって，２時間35分53秒

４,５,６,７,５ の５個で１セット。

34÷５＝６(セット)余り４(個)→７セット目の４番目

よって，７

52÷５＝10(セット)余り２(個)

１セットの和は, ４＋５＋６＋７＋５＝27

27×10＋４＋５＝279

１セットに５は２個ある。

21÷２＝10(セット)余り１(個)→11セット目の１個目の５

この後，22個目の５が出てくる直前までかまわない。

□＝５×10＋４＝54(番目)

【２，７】＝(２＋７)×６÷２＝27

【４，10】＝(４＋10)×７÷２＝49

【２，７】＋【４，10】＝27＋49＝76

【１，16】＋【㋐，28】－【１，28】＝31

１＋２＋…………＋16

＋ ㋐＋…＋16＋17＋…………＋28

－ １＋２＋…………………………………＋28

㋐＋…＋16＝31

㋐＝15

【１，21】＋【１，㋑】－【１，㋒】＝214

【１，21】＝(１＋21)×21÷２＝231より，

【１，㋒】－【１，㋑】＝231－214＝17

１＋２＋………………………＋㋒

１＋２＋………＋㋑

□＋…＋㋒＝17

17＝17, ８＋９のみで，㋑が最も小さくなるのは８＋９の

ときの７。

５………５４………４ 12枚余る

４………４５………５ ちょうど

男子が１枚ずつ減り，女子が１枚ずつ増えた結果，12枚多

く配ったことがわかる。

よって，女子の方が男子より12人多い。

５………５４………４ 12枚余る

４………４３………３ 52枚余る

差 １………１１………１ 40枚

クラスの人数は，40÷１＝40(人)

(40＋12)÷２＝26(人)…女子 40－26＝14(人)…男子

４×14＋５×26＝186(枚)

右の図のように延長

すると，

ⅯＦ＝４㎝とわかる。

ＭＢ＝ＢＥ＝ＢＦ

＝４÷２＝２(㎝)

ＣＨ＝㋐㎝，ＤＨ＝㋑㎝

として，長さを書きこむ

と右の図。

ＡＤとＢＣに注目すると，

㋐＝㋑＋２(㎝)となる。

ＡＢとＤＣに注目すると，

㋑＋２＋㋑＝ ＋２

→ ＝㋑×２(㎝)

２＋㋑×２＋(㋑＋２)＝16

→ ㋑＝４

よって，㋐＝４＋２＝６(㎝)

右の図のように延長する。
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希学園 第399回 公開テスト 小５ 算数 2025年８月10日実施 解説 (２－２)

３けたの数を２種類の数でつくるとき，いずれかの数を２

回使う必要がある。

１を２回使う場合，

１１□,１□１,□１１で，それぞれ３通りなので，

３×３＝９(通り)

２を２回使う場合，３を２回使う場合，４を２回使う場合

もそれぞれ９通りずつあるので，

全部で，９×４＝36(通り)

４けたの数を３種類の数でつくるとき，いずれかの数を２

回使う必要がある。

１を２回使う場合，

１１□△，１□１△，１□△１，□１１△，□１△１，

□△１１で，それぞれ，３×２＝６(通り)なので，

６×６＝36(通り)

２を２回使う場合，３を２回使う場合，４を２回使う場合

もそれぞれ36通りずつあるので，

全部で，36×４＝144(通り)

(１,２)の２種類の数を使うとする。

使う数の組み合わせは，(１,１,１,２),(１,１,２,２),

(１,２,２,２)の３通りの場合がある。

(１,１,１,２)の場合，

１１１２，１１２１，１２１１，２１１１の４通り。

(１,１,２,２)の場合，

１１２２，１２１２，１２２１，２１１２，２１２１，

２２１１の６通り。

(１,２,２,２)の場合，

１２２２，２１２２，２２１２，２２２１の４通り。

よって，４＋６＋４＝14(通り)

(１,３)，(１,４)，(２,３)，(２,４)，(３,４)を使う場合

もそれぞれ14通りずつあるので，

全部で，14×６＝84(通り)

(配点) 各４点×25


